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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 70,405 △0.4 5,737 21.6 6,780 19.3 4,178 △6.3
27年3月期第1四半期 70,721 3.7 4,716 △29.7 5,682 △26.8 4,457 18.0

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 5,376百万円 （20.6％） 27年3月期第1四半期 4,459百万円 （△10.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 38.56 ―
27年3月期第1四半期 41.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 385,953 312,964 79.8
27年3月期 397,062 309,231 76.7
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 308,149百万円 27年3月期 304,451百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 20.00 ― 20.00 40.00

3. 平成28年3月期の連結業績予想（平成27年4月1日～平成28年3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 139,000 0.3 6,500 △11.6 7,700 △7.3 4,700 △22.8 43.37
通期 278,500 0.7 15,000 △0.9 17,000 1.7 10,500 △4.5 96.90

4146
決算短信ロゴ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注) 詳細は、【添付資料】P.4「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項(１) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注) 詳細は、【添付資料】P.4「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項(２) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・上記の予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、環境の変化により異なる結果となることがありま
す。業績予想の前提につきましては【添付資料】P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報」の（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧くだ
さい。 
・四半期決算補足説明資料は、平成27年7月31日（金）に当社ホームページに掲載いたします。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 108,529,000 株 27年3月期 108,529,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 166,679 株 27年3月期 166,679 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 108,362,321 株 27年3月期1Q 108,343,632 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 1 四半期連結累計期間の日本経済は、企業収益が総じて改善傾向にあることや、設備投資

に持ち直しの動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続いています。 

広告業界におきましては、東京地区のスポット広告の出稿量が前年同期を下回るなど、厳しい

状況となりました。 

このような経済状況のなか、当社グループは、テレビ放送事業はもとより、音楽出版事業やそ

の他事業においても収益確保に努め、当第 1 四半期連結累計期間の売上高は 704 億 5 百万円（前

年同期比△0.4％）となったものの、売上原価、販売費及び一般管理費の合計が 646 億 6 千 8 百

万円（同△2.0％）となりました結果、営業利益は 57 億 3 千 7 百万円（同＋21.6％）となりまし

た。また、経常利益は 67 億 8 千万円（同＋19.3％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 41

億 7 千 8 百万円（同△6.3％）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①テレビ放送事業 

タイム収入は、アドバタイザーの宣伝活動において柔軟性と効率性を重視する動きから、固定

費削減傾向がみられました。レギュラー番組のセールスでは、各番組においてセールス枠の見直

しなどを行うことにより、前年同期と同水準で推移しました。また、単発番組につきましては、

「世界フィギュアスケート国別対抗戦 2015」「2018FIFA ワールドカップロシア アジア 2 次予

選」などのセールスで増収を図りましたが、前年同期の「2014FIFA ワールドカップブラジル」

の反動減により、減収となりました。以上の結果、タイム収入合計は 219 億 3 百万円（前年同期

比△4.8％）となりました。 

スポット収入は、東京地区の広告出稿量が前年同期を下回ったことなどから減収となりました。

業種別では「外食・各種サービス」などが好調な一方で、「金融・保険」「情報・通信」などは低

迷しました。以上の結果、スポット収入は 246 億 8 千 6 百万円（同△9.1％）となりました。 

また、ＢＳ・ＣＳ収入は 61 億 7 千 5 百万円（同＋1.6％）、番組販売収入は 31 億 9 千 7 百万円

（同＋1.8％）、その他収入は 43 億 1 千 4 百万円（同＋6.2％）となりました。 

以上の結果、テレビ放送事業の売上高は 602 億 7 千 6 百万円（同△5.0％）、番組制作費の減

少などにより営業費用は 552 億 6 千 3 百万円（同△6.9％）となりました結果、営業利益は 50

億 1 千 2 百万円（同＋22.0％）となりました。 

 

②音楽出版事業 

「ケツメイシ」「湘南乃風」および「ソナーポケット」が全国各地でコンサートツアーを展開

したことなどにより、音楽出版事業の売上高は 39 億 5 百万円（前年同期比＋93.5％）となりま

した。また、営業費用は 34 億円（同＋89.6％）となりました結果、営業利益は 5 億 5 百万円

（同＋124.5％）となりました。 

 

③その他事業 

イベント事業やショッピング事業が増収となったものの、出資映画事業が減収となったことな

どにより、その他事業の売上高は 87 億 8 千 5 百万円（前年同期比＋12.8％）、営業費用は 85 億

2 千万円（同＋15.7％）となりました結果、営業利益は 2 億 6 千 5 百万円（同△37.4％）となり

ました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第 1 四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比 111 億 9 百万円減の 3,859 億 5 千

3 百万円となりました。これは、受取手形及び売掛金が 26 億 5 千 3 百万円、投資有価証券が 23

億 4 千 3 百万円増加したものの、有価証券が 162 億 1 百万円減少したことなどによります。 

負債合計は、前連結会計年度末比 148 億 4 千 2 百万円減の 729 億 8 千 9 百万円となりました。

これは、退職給付信託の設定などにより退職給付に係る負債が 98 億 9 千 2 百万円減少したこと、

未払法人税等が 23 億 2 千 3 百万円減少したことなどによります。また、純資産合計は、前連結

会計年度末比 37 億 3 千 2 百万円増の 3,129 億 6 千 4 百万円となりました。この結果、自己資本

比率は 79.8％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第 2 四半期累計期間の連結業績予想につきましては、スポット収入が予想を下回る見通しであ

ることなどから、売上高、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益は、前

回予想（平成 27 年 5 月 8 日発表）を下回る見通しであります。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、売上高は前回予想を下回る見通しであるものの、

収益拡大に向けた取り組みを行うとともに、コストコントロールに努めることで、営業利益、経

常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を変更しておりません。 

 

平成 28年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成 27年 4月 1日～平成27年 9月 30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 141,500 7,200 8,200 5,000 46.14

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 139,000 6,500 7,700 4,700 43.37

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △2,500 △700 △500 △300 

増  減  率(％) △1.8％ △9.7％ △6.1％ △6.0％ 

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成27年 3月期第2四半期) 
138,571 7,352 8,303 6,084 56.16

 

平成 28年 3月期通期連結業績予想数値の修正(平成 27年 4月 1日～平成28年 3月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 283,500 15,000 17,000 10,500 96.90

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 278,500 15,000 17,000 10,500 96.90

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △5,000 ― ― ― 

増  減  率(％) △1.8％ ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成27年 3月期) 
276,473 15,138 16,712 10,994 101.47
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  1.税金費用の計算 

   税金費用については、当第 1 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて

税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法

によっております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

   「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下「企業結

合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成

25 年 9 月 13 日。以下「連結会計基準」という。）および「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第 7 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、

当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後

実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを

企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更してお

ります。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持分から非支配株主持分への表

示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間お

よび前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－2 項（4）、連結会計基準

第 44－5 項（4）および事業分離等会計基準第 57－4 項（4）に定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありませ

ん。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 8,427 8,262 

    受取手形及び売掛金 71,927 74,581 

    有価証券 75,102 58,901 

    たな卸資産 8,953 10,239 

    その他 17,315 17,462 

    貸倒引当金 △83 △82 

    流動資産合計 181,643 169,365 

  固定資産     

    有形固定資産     

      土地 38,539 38,539 

      その他（純額） 47,693 46,885 

      有形固定資産合計 86,233 85,424 

    無形固定資産     

      その他 10,538 10,127 

      無形固定資産合計 10,538 10,127 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 103,562 105,905 

      その他 15,231 15,276 

      貸倒引当金 △146 △146 

      投資その他の資産合計 118,647 121,036 

    固定資産合計 215,419 216,588 

  資産合計 397,062 385,953 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 6,301 6,785 

    未払法人税等 4,596 2,273 

    役員賞与引当金 61 16 

    その他 47,175 43,554 

    流動負債合計 58,134 52,629 

  固定負債     

    役員退職慰労引当金 370 269 

    退職給付に係る負債 17,896 8,004 

    その他 11,429 12,086 

    固定負債合計 29,696 20,359 

  負債合計 87,831 72,989 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 36,642 36,642 

    資本剰余金 70,168 70,168 

    利益剰余金 173,323 175,873 

    自己株式 △332 △332 

    株主資本合計 279,801 282,352 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 21,505 22,257 

    繰延ヘッジ損益 3,762 4,105 

    為替換算調整勘定 △1 △3 

    退職給付に係る調整累計額 △616 △562 

    その他の包括利益累計額合計 24,649 25,797 

  非支配株主持分 4,779 4,814 

  純資産合計 309,231 312,964 

負債純資産合計 397,062 385,953 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 70,721 70,405 

売上原価 49,404 48,862 

売上総利益 21,317 21,543 

販売費及び一般管理費 16,600 15,806 

営業利益 4,716 5,737 

営業外収益     

  受取利息 39 39 

  受取配当金 604 705 

  その他 377 326 

  営業外収益合計 1,021 1,071 

営業外費用     

  固定資産廃棄損 33 12 

  その他 22 15 

  営業外費用合計 56 28 

経常利益 5,682 6,780 

特別利益     

  段階取得に係る差益 1,085 - 

  特別利益合計 1,085 - 

特別損失     

  投資有価証券評価損 285 - 

  特別損失合計 285 - 

税金等調整前四半期純利益 6,482 6,780 

法人税等 1,968 2,551 

四半期純利益 4,513 4,228 

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 50 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,457 4,178 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 4,513 4,228 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 244 745 

  繰延ヘッジ損益 △340 343 

  為替換算調整勘定 △10 △1 

  退職給付に係る調整額 67 54 

  持分法適用会社に対する持分相当額 △14 6 

  その他の包括利益合計 △53 1,147 

四半期包括利益 4,459 5,376 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 4,403 5,325 

  非支配株主に係る四半期包括利益 56 50 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

(継続企業の前提に関する注記) 

 

  該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

 

  該当事項はありません。 

 

(セグメント情報) 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年6月30日） 

（単位：百万円）  

 報告セグメント 

調整額 

(注1) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注2)  

テレビ放送

事   業

音 楽 出 版

事 業

そ の 他

事 業
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 62,860 1,941 5,919 70,721 ― 70,721

 セグメント間の内部売上高 
597 76 1,869 2,542 △2,542 ―

 又は振替高 

 計 63,457 2,018 7,788 73,264 △2,542 70,721

セグメント利益 4,109 224 424 4,758 △41 4,716

（注）1.セグメント利益の調整額△41 百万円は、セグメント間取引消去△22 百万円、当社における子会社からの

収入 498 百万円および全社費用△517 百万円であります。全社費用は、主に提出会社のグループ経営管理

に係る費用であります。 

      2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当第１四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日） 

（単位：百万円）  

 報告セグメント 

調整額 

(注1) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注2)  

テレビ放送

事   業

音 楽 出 版

事 業

そ の 他

事 業
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 59,698 3,829 6,877 70,405 ― 70,405

 セグメント間の内部売上高 
577 75 1,908 2,561 △2,561 ―

 又は振替高 

 計 60,276 3,905 8,785 72,967 △2,561 70,405

セグメント利益 5,012 505 265 5,783 △45 5,737

（注）1.セグメント利益の調整額△45 百万円は、セグメント間取引消去△20 百万円、当社における子会社からの

収入 528 百万円および全社費用△553 百万円であります。全社費用は、主に提出会社のグループ経営管理

に係る費用であります。 

      2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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平成28年3月期　第１四半期決算短信補足資料

１．連結損益計算書
(単位：百万円)

売上高 70,721 70,405 △ 315 △ 0.4% 

タイム収入 23,006 21,903 △ 1,103 △ 4.8% 

スポット収入 27,168 24,686 △ 2,482 △ 9.1% 

番組販売収入 3,007 3,064 56 1.9% 

ＢＳ・ＣＳ収入 6,057 6,143 86 1.4% 

その他収入 3,620 3,901 281 7.8% 

音楽出版収入 1,941 3,829 1,887 97.2% 

その他事業収入 5,919 6,877 958 16.2% 

営業費用 66,004 64,668 △ 1,336 △ 2.0% 

営業利益 4,716 5,737 1,020 21.6% 

売上高営業利益率 6.7% 8.1% 1.4%

営業外収益 1,021 1,071 50 4.9% 

(うち持分法による投資利益) (        137) (        205) ( 68) (  49.6%)

営業外費用 56 28 △ 27 △ 49.0% 

経常利益 5,682 6,780 1,098 19.3% 

売上高経常利益率 8.0% 9.6% 1.6%

特別利益 1,085 ― △ 1,085 ― 

(うち段階取得に係る差益) (      1,085) (         ―) (△ 1,085) (  ―)

特別損失 285 ― △ 285 ― 

(うち投資有価証券評価損) (        285) (         ―) (△ 285) (  ―)

税金等調整前四半期純利益 6,482 6,780 298 4.6% 

法人税等 1,968 2,551 582 29.6% 

四半期純利益 4,513 4,228 △ 284 △ 6.3% 

非支配株主に帰属する四半期純利益 56 50 △ 5 △ 9.4% 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,457 4,178 △ 279 △ 6.3% 

前年同期比27年3月期第1四半期 28年3月期第1四半期
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２.セグメント情報

(単位：百万円)

テレビ放送事業

売上高 63,457 60,276 △ 3,181 △ 5.0% 

タイム収入 23,006 21,903 △ 1,103 △ 4.8% 

スポット収入 27,168 24,686 △ 2,482 △ 9.1% 

番組販売収入 3,140 3,197 57 1.8% 

ＢＳ・ＣＳ収入 6,080 6,175 94 1.6% 

その他収入 4,061 4,314 252 6.2% 

営業費用 59,348 55,263 △ 4,084 △ 6.9% 

営業利益 4,109 5,012 902 22.0% 

音楽出版事業

売上高 2,018 3,905 1,886 93.5% 

営業費用 1,793 3,400 1,606 89.6% 

営業利益 224 505 280 124.5% 

その他事業

売上高 7,788 8,785 997 12.8% 

営業費用 7,363 8,520 1,156 15.7% 

営業利益 424 265 △ 158 △ 37.4% 

調整額

売上高 △ 2,542 △ 2,561 △ 18 0.7% 

営業費用 △ 2,500 △ 2,516 △ 15 0.6% 

営業利益 △ 41 △ 45 △ 3 8.2% 

  合  計

売上高 70,721 70,405 △ 315 △ 0.4% 

営業費用 66,004 64,668 △ 1,336 △ 2.0% 

営業利益 4,716 5,737 1,020 21.6% 

「その他事業」セグメント　売上高の明細

(単位：百万円)

ショッピング事業収入 1,493 1,797 303 20.3% 

イベント事業収入 880 1,649 768 87.3% 

インターネット関連収入 1,208 1,475 267 22.1% 

機器販売・リース料収入 882 880 △ 1 △ 0.2% 

出資映画事業収入 1,040 700 △ 340 △ 32.7% 

ＤＶＤ販売収入 365 460 94 25.8% 

その他 1,915 1,821 △ 94 △ 4.9% 

合　　　計 7,788 8,785 997 12.8% 

前年同期比

28年3月期第1四半期 前年同期比27年3月期第1四半期

27年3月期第1四半期 28年3月期第1四半期
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